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評
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A
～

D

①
②

A

① A

①
③

B

② A

②
④

A

② B

③
④

B

A

B

A

A

一
人
で
判
断
し
て
行
動
で
き
る
・
人
と
関
わ
り
共
に
生
き
る

安
心
で
き
る
生
活

地
域
と
協
働
・
貢
献

小学校との具体的な連携

小中合同研究を踏まえた９年間を
見通した授業改善

「なりたい自分」への地道な取組と
個の見届け

ワクワクする活動の工夫と、無理な
く動ける活動の精選

保護者・地域との積極的な連携
③
④

ICTの効果的活用も含めて教科を
学ぶ楽しさを実感し、自分から粘り
強く学ぶことを充実させた授業

仲間と学び合うことを充実させ、深
い学びを実感できる魅力あふれる
授業

③

力
を
つ
け
る
学
び

・小中合同で行事に取り組んだり、授業を公開したりする機会があり、連携が進んでいることが感じられた。
・課題解決学習を継続して、一人でも取り組み、自力で諸問題を解決していく力を今後も育んでほしい。
・あいさつ活動や地域での学びの場の提供など、地域に守られていることに気付き感謝する心を育ててほしい。
・ＩＣＴ端末機器の持たせ方やSNSの利用の仕方など、家庭で責任をもって見守りができるよう働きかける。

・教師が生徒に率先して声かけを行うことにより、レ
ジリエンスを高めることができている。不安定な生
徒にはＳＣや教育相談により関わる仕組みをつくり
たい。
・今後も行事ごとに反省を行い、より良いスリムな形
を追求し、来年度に向けて確実に方向づけをして進
める。

「校区連携構想」の３つの柱（研究道徳・生指特活・教
育相談）を踏まえて、小中間で具体的な連携を進める

保護者や地域（学校運営協議会・しとねる会・支所等）
と連携を密にし、生徒の安心安全に向けて迅速に対応
する

郷土について学び考えることを通して、生徒が将来郷
土に関わりたいと思える指導を行う

自己肯定感・存在感・有用感を高めるために、教員が
率先して個の伸びを認め、適切な声をかける

生徒の意識に即した活動を設定し、前年度の反省を生
かして本質をとらえたスリムな活動を目指す

自他のがんばりや成長などの多様性を認め、周りの人
と協力関係を築けるように学級経営・生徒会活動を行
う

心の回復力（レジリエンス）を高め
る指導

学校と保護者が連携して、情報モラル講演会を軸に眠
育につなげ、生徒が生活を自己管理する力を育てる取
組を行う

９年間を系統立てた郷土教育の充
実

系統性を踏まえ、地域の方から郷土の自然、文化、産
業、歴史等を学び、郷土のよさや課題について考える
指導を行う

学校運営協議会における主な評価内容
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①
深
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「
自
立
」

・
「
共
生
」

令和５年度　高山市立朝日中学校　学校経営の重点及び自己評価　　　校長　中飯田　桂山　

基
本
施
策

と
の
関
わ
り

本年度新たな学校の重点
具体的な実践内容または観点

（手立てとしてどうか、または達成度はどうか）
分析と改善点

・「自立タイム」（生徒評価９０％）と「共生タイム」（生
徒評価９８％）を意識的に取り組ませ、学校全体で
確実に取り組んだ成果であると考える。
・小中合同研究会だけでなく、小中の授業をお互い
に見合う教員の授業参観週間を設けて、授業改善
に共に取り組む場面を増やす。

学び合う場「共生タイム」を位置づけ、生徒が仲間と共
働して、課題解決に向けた学びをより深めたを９０％→
９５％にする

小中の子どもの実態を踏まえて、小中合同研究会を中
心として共通の視点で授業改善に取り組む

・小中の連携を深めて、９年間を系統立てた郷土教
育の充実を図りつつある。今後も整備しながら、地
域を巻き込みながら、地域に根差す教育を推進して
いきたい。
・今年度は組織としての３つの柱を意識づけをする
ことができた。来年度は年度当初から共通認識をし
た上で、さらに深めていきたい。また、地域にある組
織の一本化も探っていきたい。

自ら学ぶ場「自立タイム」を位置づけ、生徒が課題に対
して自分の力で取り組んだり、学んだことを確認したり
できたを８０％から→９０％にする


